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 修士論文

 修士論文の水準 修士論文では、専攻分野における問題解決能力及び研究遂行能力を十分に示す

必要があります。そのためには、以下の点に留意する必要があります。

 論文の独創性

 研究テーマの学問的意義・適切性

 論文の体系性

 先行研究の調査

 理論的分析・実証的分析

 論旨・主張の統合性と一貫性

 形式要件の充足性

 修士論文の形式要

件

修士論文の作成にあたっては、下記の形式を遵守しなければなりません。

 サイズは Aとし、原則として「横書き」とすること

 修士論文の字数が,字以上（図表、注記、参考文献を含む）であること

 必ず頁番号を付すこと

 章・節などの論文構成が明確であること

 図表・参考文献の表記及び引用方法その他については、指導教員の指導に基

づき、関連する専門分野の学会誌で定着した書式を必ず参考にすること

 文字数・行数などの書式は、指導教員の指示に従うこと（各頁の余白の目安

は、上部ミリ、下部・左・右ミリ）

 指導教員 修士論文の作成においては、必ず指導教員の指導を受けなければなりません。

指導教員とは「研究指導・」を担当する教員を指します。指導教員は、学生

の研究テーマ・研究計画と履修科目が適合しているか、履修科目と論文作成の配

分に無理がないかなどを十分に確認した上で、研究計画の修正・見直しを助言

し、修士論文の完成に向けた指導を行います。なお、他の教員も当該指導教員の

求めに応じて研究指導に適宜協力します。

 研究指導体制 修士論文の作成指導が本格化する「研究指導・」の概要は、以下のとおり

です。

まず「研究指導」においては、指導教員の助言に基づき、修士論文の執筆を

開始します。各自の問題意識や関心に基づいたテーマを選択し、先行研究の調査

や関連文献を渉猟した上で、課題研究レポートを作成します。この課題研究レ

ポートの分量は,字程度、提出期限・様式等は指導教員の指導に基づきます。

次の段階の「研究指導」においては、基本的な注意事項（独創性、論理一貫

性、研究倫理の遵守等）を確認しつつ修士論文の執筆を継続し、学期途中の「中

間報告会」で自らの成果を発表します。また、その発表を通じて得た指摘事項や

助言を、その後の執筆に反映させることで、論文の更なる質的向上をはかり、最

終的に修士論文を完成させます。

 履修要件 修士論文を作成するために必要な「研究指導・」の履修要件は次のとおり

です。

 入学試験受験時に「研究計画書」を提出した者
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月修了予定者 月修了予定者

予備登録期間 年月日(水)～月日(金) 年月日(土)～月日(火)

予備登録場所 Oh-o! Meiji システム

月修了予定者 月修了予定者

会計専修コース 年月上旬を予定 年月中旬を予定

税務専修コース 年月上旬を予定 年月下旬を予定
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◯「研究指導」

（ア）会計専修コース履修に際しての要件は設定しない。

（イ）税務専修コース租税法ケーススタディを履修し、単位を修得してい

ること。

◯「研究指導」

（ア）研究指導を履修し、単位を修得していること。

（イ）担当教員が研究指導の受講を認めたこと。

 会計専修コース在籍者で入学試験受験時に「研究計画書」を提出していない者

◯「研究指導」

（ア）希望する指導教員が指定する科目及び単位数を修得し、かつ当該修得

科目の GPA が.以上であること。ただし、GPA が.未満であって

も、担当教員の判断により履修を認める場合がある。（指定する科目

及び単位数は、ガイダンス資料を参照）

（イ）担当教員が研究指導の受講を認めたこと。

◯「研究指導」

（ア）研究指導を履修し、単位を修得していること。

（イ）担当教員が研究指導の受講を認めたこと。

 スケジュール  予備登録

審査対象論文提出予定者は、必ず指導教員と相談の上、必要事項（学生番号、

所属コース、氏名、フリガナ、学年組番号、修士論文題名（仮題可）、同副題

（仮題可）、指導教員名）を登録してください。なお、論文作成の助成としてコ

ピーカード（度数枚）を予備登録者へ配付します。

 中間報告会

場所・発表順は週間前までに Oh-o! Meiji システムにて案内します。指導教

員の指導を受けながら、各自準備してください。

 指導教員による事前承認

審査対象論文を提出しようとする者（学位請求者）は、当該論文が提出要件を

満たし、指導教員から論文の内容・水準・形式について確認及び指導を受け、指

導教員が修士の学位請求に十分な水準であるとの判断をした場合に、当該論文を

提出することができます。

また学位請求者は、論文提出前に必ず指導教員の許可を得てください。指導教

員の許可を得ずに論文を提出したことが発覚した場合、論文の受理を取り消しま

す。なお、学位請求者は、論文を提出する前に、以下の又はのいずれかを必
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月修了予定者 月修了予定者

論文提出日時
年月日(月)～

年月日(水)

年月日(金)～

年月日(日)

論文 提出 先 Oh-o! Meiji システム

月修了予定者 月修了予定者

会計専修コース 年月日(月) 年月日(火)・月日(水)

税務専修コース
年月日(月)

(予備日月日(火))

年月日(火)・月日(水)

(予備日月日(木))
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ず行うようにしてください。

 指導教員が「提出許可」したことがわかる内容のメールを保存しておくこと。

 指導教員から口頭で「提出許可」を受けた場合は、「提出許可を受けたので、

論文を提出する」旨のメールを指導教員へ送り、当該メールを保存しておくこ

と。

 審査対象論文の提出

提出書類一式を事前にすべて揃えた上で、提出してください。提出日時が経過

した後は、理由の如何を問わず受け付けません。時間に余裕をもって提出してく

ださい。また、提出後は提出期限内であっても差替えは認めません。

 教授会での受理

教授会は、審査対象論文に対して受理を決定し、主査名及び副査名以上

（副査には他研究科・他大学等の研究者を選定することがある）の審査委員を選

出します。

 口頭試問

審査委員は、審査対象論文を中心としてこれに関連ある事項について、口頭試

問の方法により審査を行います。場所・発表順は週間前までに Oh-o! Meiji シ

ステムにて案内します。

 教授会での合否判定

審査終了後、審査委員は審査結果報告書を作成し教授会に合否の提案を行いま

す。教授会で合格と認められた論文が修士論文と認定されます。

 提出物  ｢修士論文審査願」通（本学所定様式) 【Oh-o! Meiji システム】

必要事項（提出日、氏名、論文題名及び副題、指導教員名、学生番号）を記入

し、MSWord ファイルを提出してください。この審査願に記載された論文題名

を正とします。

 ｢審査対象論文」「審査対象論文要旨」のデータ 【Oh-o! Meiji システム】

指導教員の指導に基づき、｢審査対象論文（表紙含む）」及び「審査対象論文要

旨（表紙含む）」の MSWord 及び PDF ファイルのデータ点を Oh-o! Meiji シ

ステムに提出してください。ファイル名は「※学生番号・※氏名・修士論文又は
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修士論文（要旨）」としてください（※部分には各自の情報を入れてください）。

なお、｢審査対象論文要旨」は、指導教員の指導に基づき、,字程度（Aサ

イズ、横書き）で作成してください。

また、これらのファイル以外に提出を求める場合は、Oh-o! Meiji システムに

て案内します。

 その他

、以外に提出を求める場合は、Oh-o! Meiji システムにて案内します。

 修士論文の修正・

再提出

口頭試問に合格した者で、口頭試問の際に修正又は差替えを指示された者は、

当該部分のみを修正・差替えの上、再提出しなければなりません。再提出方法の

詳細は、合格者向けの「審査対象論文の審査結果について」に記載します。

 修士論文等の取り

扱いについて

 合格印を付した修士論文及び修士論文（要旨）と指導教授の証明書を修了日

にお渡しします。どちらも再発行はしませんので、各自大切に保管してくださ

い。

 本学では大学で保管する修士論文について、本学大学院学生の教育・研究に

役立てるため、本学大学院学生による閲覧を許可していますので、予めご了承

ください。なお、閲覧のみ許可しており、複写や撮影は認めていません。


